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【はじめに】

当院では上肢運動障害の練習量増加を目的とし

ロボット（ＲｅｏＧｏ−Ｊ）を導入

対象者の運動麻痺の練習量を増加させるため

ＲｅｏＧｏ−Ｊ班を立ち上げた．

当院での麻痺手の練習量増加に向けた取り組みと現状を

報告する．



【方法】

主な活動内容

①スタッフへの指導

機器使用時のOJT

②ミーティング

対象者の選定や使用状況の確認



③自主トレーニング（以下自主トレ）へ移行するための

運用マニュアルの作成等



2020年4月〜2021年3月
実施者数：10名

運動量増加機器加算

2850点

2021年4月〜2022年3月
実施者数：15名

運動量増加機器加算

3300点

2022年4月〜2023年3月
実施者数：14名

運動量増加機器加算

3600点

【結果①】ＲｅｏＧｏ−Ｊの実施数と運動量増加機器加算算定の現状

※2023年4月〜9月時点

実施者数：11名 運動量増加機器加算：2850点



【結果②】

リハビリテーション部の作業療法士（26名）に対してのアンケート

（2019年→2023年）

1. 今までリハビリの訓練でReoGo-Jを

使ったことがありますか？

2. ReoGo-Jを自身の担当患者に使
用したことはありますか？

2019年と比較して使用経験のあるスタッフは増加



使いやすい

34%

普通

33%

使いにくい

33%

使いやすい

31%

普通

54%

使いにくい

15%

3. ReoGo-Jを使用して使いづらいと感じた
ことはありますか？

4. ReoGo-Jの適応となる対象患者の選択
が難しいと感じる

簡単

7%

普通

57%

難しい

29%

とても難しい

7%

【結果③】

2019年と比較して「使いにくい」、「とても難しい」と感じるスタッフは減少



5. ReoGo-Jを使用しフィードバックを行う際に難
しいと感じる

とても簡単

  

普通

   

難しい

   

とても難

しい

   

【結果④】

2019年と比較して「難しい」、「とても難しい」と感じるスタッフは減少



【考察と今後の課題】
スタッフのＲｅｏＧｏ−Ｊに対するスタッフの知識や技術は向上している.

ＲｅｏＧｏ−Ｊの適応となる対象者は増加傾向．

自主トレーニングとして実施出来た対象者は少ない．

患者層対象となる患者が少ない事や，ＲｅｏＧｏ−Ｊの機器操作や準備に慣れる前に，

ＡＤＬ練習等に移行してしまう対象者が多かった事が考えられる．

今後の課題としてＡＤＬ介助であっても使用しやすい環境の調整や,院外に発信す

ることでより多くの対象者が入院してくるような働きかけが必要．



リハビリテーション・ケア合同研究大会 ＣＯＩ開示 

筆頭発表者名：四元 恵太

演題発表に関連し、発表者らに開示すべき COI関係にある
企業などはありません。


	スライド 1: 当院における麻痺手の練習量増加に向けた取り組み 〜ReoGo-Jを用いて〜
	スライド 2: 【はじめに】 当院では上肢運動障害の練習量増加を目的とし ロボット（ＲｅｏＧｏ−Ｊ）を導入
	スライド 3: 【方法】 　　主な活動内容
	スライド 4: ③自主トレーニング（以下自主トレ）へ移行するための 運用マニュアルの作成等
	スライド 5: 【結果①】
	スライド 6: 【結果②】
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 【考察と今後の課題】
	スライド 10: リハビリテーション・ケア合同研究大会 ＣＯＩ開示   筆頭発表者名：四元　恵太

